
 

臨床研究についてのお知らせ 

 

新潟県立新発田病院リウマチセンターでは以下の臨床研究を実施します。 

当院で治療を受けられた方で、ご自身の診療情報等を以下の研究目的に使用してほしくな

いという方は、主治医又は以下のお問い合わせ先にお申し出ください。 

① 研究課題名 ヘリコバクターピロリ菌除菌後の PA-IgＧ抗体価及び血小板数

の変化に関する検討 

②  研究対象者及び対

象期間 

当院リウマチセンター通院中で、以下①及び②の両方に該当す

る患者さん（対象期間：2023 年 4 月 1 日から 2026 年７月

31 日まで） 

① 血小板減少が認められ、PA-IgＧ抗体価を測定した患者さん 

② PA-IgＧ抗体価が高く、胃内視鏡検査を実施した結果、ヘリ

コバクターピロリ菌陽性となり、除菌を行った患者さん 

③  研究の目的・意義 胃内に生息するヘリコバクターピロリ菌は、胃がんの原因に

なることが判明しています。 

また、止血にかかわる血小板に対する抗体(PA-IgG)を惹起

し、血小板減少をきたすことが知られているため、血小板減少

が認められる膠原病リウマチ患者さんで、PA-IgG 抗体価が高

い方には、胃内視鏡検査で、ヘリコバクターピロリ菌のチェッ

クをお勧めしています。陽性の場合は、除菌を行うことで、胃

がんの発症予防になると考えられます。 

 本研究は、上記②の患者さんについて、除菌後に、PA-IgG

抗体価の減少や血小板数の増加があったのかを検討し、臨床上、

有益な知見を得ることを目的に実施します。 

④  研究期間 病院長の実施許可日～2028 年１２月３１日まで 

⑤  情報の利用目的

及び利用方法（他の

機関へ提供される

場合はその方法を

含む。） 

研究成果を学会や論文で発表します。名前など個人が特定でき

るような情報が公表されることはありません。 

⑥  利用または提供

する情報の項目 

年齢、性別、患者背景、投薬内容、臨床検査値など 

⑦  利用する者の範

囲 

新潟県立新発田病院リウマチセンター 

⑧ 試料・情報の管理

について責任を有す

る者 

新潟県立新発田病院リウマチセンター 

リウマチセンター長 伊藤 聡 

⑧  お問い合わせ先 所属：新潟県立新発田病院リウマチセンター 

氏名：伊藤 聡  ℡：0254-22-3121 

 


